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美術新聞
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��� （昭和５１年６月７日第三種郵便物認可）

全
国
大
学
書
写
書
道
教
育
学
会

は
昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）

の
創
設
（
初
代
久
米
公
理
事
長
）

で
、
当
初
か
ら
教
員
免
許
法
の
改

正
運
動
に
熱
心
に
取
り
組
み
、
改

正
が
実
現
し
て
平
成
二
年
（
一
九

九
〇
）
四
月
の
新
年
度
の
入
学
生

か
ら
、
小
学
校
と
中
学
校
国
語
の

教
員
免
許
取
得
に
「
書
写
」
関
連

の
単
位
取
得
が
義
務
づ
け
ら
れ
た

の
を
受
け
て
、
当
時
の
教
職
課
程

向
け
の
テ
キ
ス
ト『
書
写
指
導（
小

学
校
編
）』、『
同
（
中
学
校
編
）』

（
い
ず
れ
も
萱
原
書
房
版
）
を
編

ん
で
上
梓
。
以
後
の
学
校
教
育
に

お
け
る
「
書
写
」
指
導
の
充
実
、

指
導
力
向
上
に
、
大
き
く
貢
献
し

て
き
た
。

同
テ
キ
ス
ト
は
そ
の
後
、
何
度

か
の
改
訂
を
経
て
、
平
成
十
五
年

（
二
〇
〇
三
）
に
は
学
習
指
導
要

領
の
改
訂
に
対
応
す
る
と
と
も

に
、
内
容
を
精
選
し
て
小
・
中
学

校
用
を
一
冊
に
ま
と
め
た
『
新
編

・
書
写
指
導
』
を
、
さ
ら
に
平
成

二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
に
は
同

じ
く
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
対

応
し
た
『
明
解
・
書
写
教
育
』
を

上
梓
し
て
、今
日
に
至
っ
て
い
る
。

そ
し
て
こ
う
し
た
過
去
三
〇
年

に
わ
た
る
知
見
と
情
報
の
蓄
積
を

背
景
に
同
学
会
が
今
回
、
児
童
・

生
徒
の
学
習
環
境
や
日
常
生
活
に

お
け
る
文
字
環
境
の
急
激
な
変
化

に
対
応
す
る
狙
い
で
総
力
を
結
集

し
て
全
面
改
訂
に
取
り
組
ん
だ
成

果
が
新
テ
キ
ス
ト
で
、
こ
の
た
め

ほ
ぼ
完
成
を
み
た
新
テ
キ
ス
ト
に

目
を
通
す
と
、
旧
版
を
踏
襲
し
た

部
分
は
一
、
二
割
あ
る
か
な
い
か

と
も
感
じ
る
ほ
ど
に
�
大
刷
新
�

の
、斬
新
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

本
号
で
は
、そ
の
制
作
中
の「
新

刊
案
内
」
チ
ラ
シ
の
一
部
と
総
目

次
で
内
容
の
�
第
一
報
�
を
お
届

け
す
る
こ
と
に
し
た
が
、
関
係
方

面
に
関
心
の
高
い「
水
書
用
筆
等
」

に
触
れ
た
部
分
は
、
以
下
に
抄
録

し
て
お
読
み
頂
く
こ
と
に
し
た
。

な
お
、
同
学
会
で
は
本
書
を
、

単
な
る
教
員
養
成
用
の
テ
キ
ス
ト

に
留
ま
ら
ず
、
社
会
教
育
を
含
む

広
く
文
字
を
手
書
き
す
る
こ
と
の

指
導
や
実
践
の
現
場
に
役
立
て
て

欲
し
い
と
し
て
お
り
、
こ
の
た
め

引
き
続
き
版
元
を
引
き
受
け
た
萱

原
書
房
も
、Ｂ
５
判
一
一
二
頁（
中

綴
じ
製
本
）
、
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
の

新
版
の
定
価
を
一
、
〇
〇
〇
円
＋

税
（
三
〇
年
前
の
初
版
は
Ｂ
５
判

一
二
八
頁
、
九
〇
〇
円
）
で
発
売

す
る
方
針
を
固
め
て
い
る
。

『
国
語
科
書
写
の
理
論
と
実
践
』

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
、
注
文
等

は
、
�
〇
三
―
三
四
六
二
―
五
二

五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
―
三
四
六
四

―
八
五
二
一
の
萱
原
書
房
へ
。

�
本
書
か
ら
�

水
書
用
筆
等

�
ど
の
よ
う
な
も
の
を
ど

の
よ
う
に
使
う
の
か
�

「
水
書
用
筆
等
」
と
は
、
必
ず

し
も
特
定
の
筆
記
具
を
指
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
第
１
学
年
及

び
第
２
学
年
児
童
の
手
指
の
大
き

さ
や
運
動
能
力
に
鑑
み
、
ま
た
硬

筆
と
同
様
に
使
用
す
る
こ
と
を
前

提
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
軸
の

長
さ
は
鉛
筆
と
同
等
、
軸
の
太
さ

は
鉛
筆
と
同
等
か
や
や
太
め
、
筆

毛
は
小
筆
よ
り
も
短
く
、
弾
力
性

の
あ
る
穂
を
持
つ
筆
記
具
が
適
切

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
穂
は
根

元
ま
で
全
て
お
ろ
し
て
使
用
で

き
、
低
学
年
の
児
童
に
と
っ
て
扱

い
が
簡
便
で
あ
る
も
の
が
よ
い
。

持
ち
方
は
、
鉛
筆
と
同
様
で
あ

る
必
要
が
あ
る
。「
水
書
用
筆
等
」

の
「
等
」
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
解
釈
が
可
能
で
あ
る
が
、
安

易
に
扱
い
の
難
し
い
小
筆
を
用
い

な
い
よ
う
に
し
た
い
。

従
来
も
、
指
を
使
っ
て
運
筆
や

筆
圧
を
確
か
め
る
学
習
活
動
が
行

わ
れ
て
き
た
が
、
「
水
書
用
筆
」

は
そ
れ
を
発
展
さ
せ
た
学
習
具
・

学
習
法
と
考
え
ら
れ
る
。
小
学
校

低
学
年
段
階
で
の
鉛
筆
の
正
し
い

持
ち
方
や
、
硬
筆
の
運
筆
法
を
阻

害
せ
ず
に
、
硬
筆
の
運
筆
能
力
の

向
上
に
直
接
的
に
還
元
さ
れ
る
よ

う
配
慮
し
た
い
。

執

筆

者

一

覧

押
木
秀
樹
（
上
越
教
育
大
教
授
）

樋
口
咲
子
（
千
葉
大
教
授
）

松
本
仁
志
（
広
島
大
教
授
）

加
藤
泰
弘
（
東
京
学
芸
大
教
授
）

青
山
浩
之
（
横
浜
国
立
大
教
授
）

小
林
比
出
代
（
信
州
大
教
授
）

斎
木
久
美
（
茨
城
大
教
授
）

杉
崎
哲
子
（
静
岡
大
教
授
）

豊
橋
和
士
（
文
教
大
教
授
）

広
瀬
裕
之
（
武
蔵
野
大
教
授
）

（
以
上
編
集
・
執
筆
者
）

宮
沢
正
明
（
山
梨
大
特
任
教
授
）

滝
口
雅
弘
（
前
静
岡
大
講
師
）

荒
井
一
浩
（
東
京
学
芸
大
付
高
教

諭
）

草
津
祐
介
（
都
留
文
科
大
特
任
准

教
授
）

清
水
文
博
（
新
潟
大
専
任
講
師
）

杉
山
勇
人（
鎌
倉
女
子
大
准
教
授
）

鈴
木
慶
子
（
長
崎
大
教
授
）

芹
沢
麻
美
子（
千
葉
大
付
小
講
師
）

津
村
幸
恵
（
千
葉
大
講
師
）

西
野
暁
子
（
千
葉
市
立
千
草
台
東

小
教
諭
）

平
田
光
彦
（
武
庫
川
女
子
大
准
教

授
）

藤
井
浩
治（
市
立
御
調
西
小
校
長
）

本
田
容
子
（
盛
岡
大
准
教
授
）

松
本
貴
子
（
大
東
文
化
大
講
師
）

柳
沢
も
も
子
（
世
田
谷
総
合
高
講

師
）

山
澄
智
英
（
市
立
領
家
中
教
諭
）

和
田
圭
壮
（
福
岡
教
育
大
教
授
）

（
以
上
執
筆
者
）

文
科
省
に
よ
る
小
・
中
学
校
用
の
「
二
〇
二
〇
年
版
学
習
指
導
要
領
」
の
告
示
を
受
け
て
全
国
大
学

書
写
書
道
教
育
学
会
（
押
木
秀
樹
理
事
長
）
が
一
年
が
か
り
で
編
集
・
執
筆
作
業
を
進
め
て
き
た
、
教

員
養
成
系
の
大
学
・
学
部
等
で
学
ぶ
教
員
志
望
の
学
生
を
主
対
象
と
す
る
、
旧
版
の
『
明
解
・
書
写
教

育
』
を
全
面
改
訂
し
た
新
テ
キ
ス
ト
『
国
語
科
書
写
の
理
論
と
実
践
』
が
ほ
ぼ
完
成
し
、
来
年
一
月
中

ば
に
は
版
元
の
萱
原
書
房
か
ら
発
売
の
見
通
し
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
萱
原
書
房
で
は
、
同
書
の

広
報
用
の
「
新
刊
案
内
」
の
チ
ラ
シ
の
制
作
を
急
い
で
お
り
、
近
く
全
国
の
各
大
学
や
教
委
そ
の
他
、

関
係
方
面
に
広
く
配
布
す
る
方
針
で
準
備
を
進
め
て
い
る
。（
８
・
９
面
に
関
連
記
事
）

�
『
国
語
科
書
写
の
理
論
と
実
践
』
表
紙

チ
ラ
シ
表
紙
�

過
日
、本
社
の《
書

統
》
の
支
部
長
ら
を

集
め
た
勉
強
会
が
あ

り
、
例
年
通
り
宮
沢

正
明
先
生
に
ご
講
演

を
頂
い
た
の
だ
が
、

日
々
子
供
た
ち
を
直

接
指
導
す
る
立
場
の
支
部
長
ら
の

目
下
の
関
心
事
は
や
は
り
「
水
書

用
筆
等
」
の
よ
う
で
、
質
問
も
多

か
っ
た
▼
も
ち
ろ
ん
宮
沢
先
生

も
、
「
三
学
年
か
ら
始
ま
る
毛
筆

を
使
用
す
る
書
写
の
学
習
の
先
取

り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
「
持
ち
方

は
鉛
筆
と
同
じ
で
す
」「
水
筆
で
、

指
先
や
手
の
柔
軟
な
運
動
を
体
感

さ
せ
る
こ
と
が
目
的
な
の
で
す
」

な
ど
と
縷
々
ご
説
明
下
さ
っ
て
い

た
が
、
書
塾
で
は
一
、
二
年
生
も

既
に
毛
筆
で
書
く
こ
と
に
慣
れ
て

い
る
だ
け
に
、
「
水
筆
は
鉛
筆
持

ち
よ
」な
ど
と
言
い
聞
か
せ
て
も
、

な
か
な
か
分
か
っ
て
も
ら
え
な
い

と
い
う
悩
み
も
聞
か
れ
た
▼
書
写

書
道
学
会
編
の
新
テ
キ
ス
ト
で

も
、
「
弾
力
性
の
あ
る
筆
記
具
で

運
筆
に
お
け
る
筆
圧
の
変
化
や
手

指
の
上
下
動
を
体
感
さ
せ
る
」「
硬

筆
で
の
適
切
な
運
筆
の
習
慣
の
定

着
を
図
る
こ
と
が
目
的
」
「
筆
圧

を
一
定
に
保
っ
て
点
画
を
書
く
こ

と
や
、
字
形
を
整
え
て
書
く
こ
と

が
目
的
で
は
な
い
」
と
口
を
酸
っ

ぱ
く
し
て
い
る
▼
が
、
今
後
こ
の

「
水
書
用
筆
等
」を
め
ぐ
っ
て
は
、

学
校
現
場
で
は
書
塾
に
通
っ
て
い

る
子
供
と
い
な
い
子
供
の
受
け
止

め
方
に
差
が
出
る
こ
と
は
間
違
い

な
く
、
書
塾
で
も
「
学
校
の
先
生

の
言
う
こ
と
と
違
う
」
と
い
う
反

応
に
悩
む
こ
と
に
な
る
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。

�kayahara@kayahara.com�http:// kayahara.com/

TEL ０３―３４６２―５２５１FAX ０３―３４６４―８５２１
振替：００１９０―７―４８５２２／〒１５０―００３１東京都渋谷区桜丘町２９―３５ 萱原書房内

発 行 所

東京都渋谷区桜丘町２９―３５
〒１５０―００３１ �（０３）３４６２―５２５１

FAX（０３）３４６４―８５２１
e : kayahara@kayahara.com
編集発行人 萱原 晋
毎月２回１・１５日発行 �Ｃ２０１９

発売�株萱原（かや
はら）書房

１部４００円＋税・〒／年１０，０００円（税・〒共）
振替００１５０―５―２１０７３

書道／ＡＲＴ／文字文化／千趣万香

１１５８／２０１９・１２・１５（本号臨時１６頁）Ｓｉｎｃｅ１９７９

�２
来
年
の
「
蘭
亭
筆
会
展
」

台
東
市
で
�３
五
輪
記
念
「
２

０
０
人
展
」
き
ま
る
�４
�５
回

顧
―
書
道
界
２
０
１
９
／
追

悼
２
０
１
９
�６
�７
�１０

’１９
ア
ン

ケ
ー
ト
か
ら
�８
�９
『
国
語
科

書
写
の
理
論
と
実
践
』
新
刊

案
内
パ
ン
フ
か
ら
�１３

―
�１５

全

国
書
道
展
情
報

新�
指
導
要
領
�準
拠

�
明
解
・
書
写

教
育
�改
訂
版

全
国
大
学

書
写

書
道

教
育
学
会
編

�新新テテキキスストト�１１月月発発売売へへ

好評発売中！

傅傅傅傅傅傅傅傅傅傅傅傅傅傅傅傅傅傅傅傅傅傅傅傅傅傅傅傅傅傅傅傅傅傅傅傅傅傅傅傅傅傅傅傅傅傅傅傅傅傅傅傅傅傅傅傅傅傅傅傅傅傅傅傅傅傅傅傅傅傅傅傅傅傅傅傅傅傅傅傅 山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山 研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研 究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究
定価２，８００円＋税（送料２１０円）

��美術新聞社は�株 萱原書房の屋号です��

美術新聞社

B５判 ３２０頁 並製

本
号
の
主
な
記
事

日本傅山研究会代表 今川�洞著

巻頭口絵 ６４頁に約１００点の図版を収録�




